
◆
令
和
８
年
度
吉
川
市
一
般
会

計
予
算

４
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤　
義
法　
議
員

物
価
高
で
市
民
生
活
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
市
は
「
単
独

で
の
灯
油
代
、
電
気
代
の
補
助
や

エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
、
物
価
高
騰

手
当
の
支
給
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
」
と
の
回
答
で
す
。
市
制
施

行
30
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
40
事
業
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
が
最
初
に

実
施
す
べ
き
こ
と
は
、
市
民
の
く

ら
し
を
支
え
る
事
業
で
す
。

市
民
の
外
出
支
援
、
公
共
交
通

拡
充
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
す
。

市
は
、
路
線
バ
ス
は
事
業
者
と
連

携
、
き
め
細
や
か
な
移
動
ニ
ー
ズ

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
地
域
の
移
動

支
援
団
体
な
ど
の
力
を
借
り
て
す

す
め
る
方
向
で
す
。
市
民
が
期
待

す
る
移
動
支
援
事
業
の
主
体
は
吉

川
市
が
責
任
を
持
ち
行
う
べ
き
で

す
。
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
は
市
街

地
の
方
も
対
象
と
す
る
べ
き
で
す
。

舞
台
公
演
製
作
支
援
業
務
委
託

料
と
し
て
５
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
、
今
年
度
よ
り
２
０
０
万
円
の

増
額
で
す
。
施
政
方
針
で
市
民
の

く
ら
し
も
市
の
財
政
も
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
、

演
劇
事
業
に
２
０
０
万
円
も
増
額

す
る
こ
と
に
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

―

賛

成

討

論

―

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
吉
川
・
自
民
・

参
政
・
維
新
・
無
所
属

菊
名　
克
典　
議
員

本
市
は
令
和
８
年
度
、
市
制
施

行
30
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と

先
人
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
次
世
代

が
愛
着
を
深
め
、
関
わ
り
の
き
っ

か
け
作
り
の
各
施
策
を
高
く
評
価

し
ま
す
。
ま
ず
、
第
一
に
避
難
所

へ
の
空
調
設
置
や
排
水
ポ
ン
プ
の

更
新
、
共
保
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
増

強
に
向
け
た
詳
細
設
計
と
い
っ
た

「
命
を
守
る
」
取
り
組
み
は
、
市

民
の
安
全
・
安
心
に
直
結
す
る
重

要
な
施
策
で
す
。
第
二
に
、
不

妊
治
療
助
成
や
若
者
へ
の
伴
走
型

支
援
、
教
育
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
の

柔
軟
な
運
用
な
ど
、
当
事
者
目
線

の
支
援
を
評
価
し
ま
す
。
第
三
に
、

学
習
支
援
の
一
貫
体
制
の
構
築
や

文
化
芸
術
を
通
じ
た
平
和
事
業
の

工
夫
に
よ
り
、
誰
も
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
最
後
に
、
吉
川
美
南
駅
東

口
の
文
化
施
設
整
備
や
農
業
拠
点

開
発
な
ど
、
地
域
の
価
値
を
高
め
、

次
世
代
へ
継
承
す
る
動
き
を
注
視

し
て
い
ま
す
。

未
来
会
議
よ
し
か
わ

戸
田　
　
馨　
議
員

本
予
算
案
は
、
市
長
が
掲
げ

る
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
福
を

実
感
で
き
る
持
続
可
能
で
価
値
あ

る
未
来
の
創
造
」
と
い
う
理
念
の

も
と
編
成
さ
れ
、
自
治
体
経
営
の

方
向
性
と
未
来
へ
の
責
任
を
示
す

も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。
人

口
減
少
社
会
へ
の
転
換
期
に
お
い

て
、
本
予
算
は
、
ど
の
よ
う
な
価

値
を
未
来
へ
継
承
す
る
か
と
い
う

本
質
的
課
題
に
向
き
合
う
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
防
災
・
減
災
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
命
を
守
る
施

策
、
子
供
や
若
者
へ
の
包
括
的
支

援
、
市
民
参
画
や
重
層
的
支
援
に

よ
る
共
生
社
会
の
推
進
、
さ
ら
に

文
化
芸
術
・
農
業
・
産
業
振
興
等

を
通
じ
た
地
域
の
価
値
の
継
承
な

ど
、
理
念
を
具
体
化
す
る
施
策
が

体
系
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
現
場

を
見
つ
め
、
必
要
な
も
の
は
伸
ば

し
、
役
割
を
終
え
た
も
の
は
再
設

計
・
再
構
築
し
て
ゆ
く
と
い
う
姿

勢
や
、
市
民
と
行
政
が
現
実
を
共

有
し
共
に
未
来
を
築
く
「
社
会
を

開
く
」
と
い
う
考
え
が
明
確
で
あ

り
、
本
予
算
案
は
吉
川
市
の
価
値

あ
る
未
来
に
向
け
た
確
か
な
一
歩

で
あ
る
と
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

公
明
党
吉
川
市
議
団

大
泉　
日
出
男　
議
員

命
を
守
る
に
つ
い
て
、
減
災
元

年
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
中
、
減

災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
に
よ
り
、

市
民
と
の
共
働
を
テ
ー
マ
に
減

災
・
自
助
・
共
助
の
重
要
性
を
育

み
、
そ
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
点
は
評
価
。
実
際
お
こ
り

う
る
災
害
は
、
ま
さ
に
現
場
か
ら

の
発
露
、
知
恵
、
判
断
力
が
、
肝

と
な
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
備
え
る

自
助
、
そ
の
上
で
の
減
災
意
識
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
の
笑
顔
を
未
来
に
つ
な

ぐ
に
つ
い
て
、「
不
妊
治
療
」
に

お
け
る
先
進
医
療
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
と
の
事
。
埼
玉
県
内
で

も
限
ら
れ
た
自
治
体
で
の
取
り
組

み
で
も
あ
り
、
市
民
に
寄
り
添
っ

た
助
成
制
度
で
あ
る
た
め
評
価
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
昨

年
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
う

け
て
「
地
域
の
皆
様
の
お
力
を
頂

き
な
が
ら
、
全
て
の
関
係
者
の
皆

様
で
、
地
域
公
共
交
通
の
未
来
を

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
の
事
。

地
域
発
の
、
ま
ず
は
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
機
運
の
醸
成
が
必
要
だ
と
考
え

評
価
。
い
ず
れ
も
市
民
の
幸
福
実

感
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
賛

成
。
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